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当
館
で
は
、
平
成
19
年
度
に
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
サ
ポ
ー
タ
ー
（
博
物
館
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
）
制
度
を
導
入
し
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
市
民
の
方
々
に
博
物
館
で
行
う

教
育
普
及
活
動
を
お
手
伝
い
い
た
だ
く

と
と
も
に
、
能
動
的
な
学
び
の
場
と
し

て
開
始
し
た
も
の
で
す
。
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
サ
ポ
ー
タ
ー
に
は
、
現
在
歴
史
体
験

教
室
「
甲
冑
を
着
よ
う
」
で
着
付
け
と

解
説
を
行
う「
甲
冑
士
」と
、文
化
財
マ
ッ

プ
を
作
成
す
る
「
絵
図
士
」
の
２
種
類

が
あ
り
、
こ
れ
ま
で
多
く
の
方
々
に
活

動
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
日
曜
日
と
祝
日
に
本
館
で
行
っ
て
い

る
歴
史
体
験
教
室「
甲
冑
を
着
よ
う
」は
、

戦
国
時
代
の
甲
冑
（
複
製
）
を
実
際
に

甲冑士養成講座

絵図士の調査風景（大山不動尊）

着
用
し
て
重
さ
や
感
触
を
体
感
で
き
る

人
気
の
教
室
で
す
。
現
在
、
１
年
あ
た

り
の
参
加
者
は
７
０
０
人
を
超
え
、

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
サ
ポ
ー
タ
ー
制
度
が
導

入
さ
れ
て
か
ら
平
成
28
年
３
月
末
ま
で

に
、５
９
０
回
実
施
し
、の
べ
６
，８
３
７

人
の
方
が
体
験
し
て
い
ま
す
。
人
気
を

博
し
て
い
る
理
由
の
ひ
と
つ
が
、
甲
冑

士
が
着
付
け
を
す
る
際
に
行
う
解
説
で

す
。
甲
冑
士
の
皆
さ
ん
は
、
２
か
月
に

１
度
の
勉
強
会
や
自
主
的
な
学
習
な
ど

を
通
し
て
、
戦
国
時
代
に
お
け
る
戦
場

で
の
作
法
や
甲
冑
の
特
徴
を
学
び
、
そ

の
成
果
を
元
に
分
か
り
や
す
い
解
説
を

行
っ
て
い
ま
す
。
現
在
は
21
名
の
甲
冑

士
が
登
録
し
て
お
り
、
平
成
22
年
度
か

ら
は
出
前
講
座
と
し
て
小
学
校
や
公
民

館
な
ど
で
の
出
張
着
用
体
験
も
行
う
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
近
年
で
は
外
国
人

旅
行
者
の
方
の
着
用
も
増
え
て
お
り
、

今
後
ま
す
ま
す
活
躍
の
場
が
広
が
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　「
絵
図
士
」
は
、
博
物
館
で
配
布
し
て

い
る
文
化
財
マ
ッ
プ
の
企
画
・
調
査
・

作
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。
寺
社
や
路
傍

に
あ
る
石
造
物
や
彫
刻
な
ど
の
文
化
財

を
何
度
も
現
地
調
査
を
し
て
調
べ
、
解

説
を
つ
け
た
分
布
地
図
。
現
在
は
18
名

の
絵
図
士
が
活
動
し
て
お
り
、
歴
代
の

絵
図
士
が
作
成
し
た
マ
ッ
プ
は
、
前
身

で
あ
る
「
ふ
る
さ
と
講
座
受
講
生
」
が

作
成
し
た
も
の
を
含
め
て
60
枚
に
上
り

ま
す
。
市
内
だ
け
で
は
な
く
近
隣
の
市

町
を
対
象
と
し
、
ひ
と
つ
の
寺
社
を
取

り
上
げ
た
も
の
か
ら
、
江
戸
時
代
か
ら

明
治
に
か
け
て
活
躍
し
た
彫
刻
家
の
作

品
を
取
り
上
げ
た
「
宮
彫
師
・
後
藤
義

光
」、
市
内
の
古
木
を
特
集
し
た
「
気

に
な
る
木
」
な
ど
テ
ー
マ
別
の
も
の
ま

で
、
そ
の
内
容
は
多
彩
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
活
動
は
、
参
加
す
る

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
サ
ポ
ー
タ
ー
に
と
っ
て

楽
し
く
学
び
な
が
ら
そ
の
成
果
を
活
か

す
機
会
で
あ
る
と
と
も
に
、
来
館
し
た

市
民
や
観
光
客
の
皆
さ
ん
が
歴
史
へ
の

興
味
関
心
を
持
つ
き
っ
か
け
に
も
な
っ

て
お
り
、
二
重
の
意
味
で
教
育
普
及
の

場
と
な
っ
て
い
ま
す
。
当
館
を
支
え
る

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
サ
ポ
ー
タ
ー
の
活
動

に
、
今
後
も
ぜ
ひ
注
目
し
て
く
だ
さ
い
。

ミュージアムサポーターの活動について

日
ま
で
全
３
回
）参
加
者
の
べ
61
人

【
本
館
】第
２
回
収
蔵
資
料
展
解
説

会
。参
加
者
19
名

【
本
館
・
渚
の
博
物
館
】博
物
館
実
習

（
〜
９
月
９
日
）２
名

【
本
館
】新
・
地
区
展「
西
岬―

海
の
信

仰
が
息
づ
く
地―

」開
催（
〜
11
月
29

日
）観
覧
者
７
，３
０
８
名

【
本
館
】第
１
回
新
・
地
区
展
解
説
会
。

参
加
者
24
名
。

【
本
館
】歴
史
教
室「
わ
た
し
の
町
の

歴
史
探
訪―

伊
戸
・
坂
足
・
小
沼
・
坂

井
」参
加
者
49
名

【
本
館
】第
２
回
新
・
地
区
展
解
説
会
。

参
加
者
32
名
。

【
本
館
】特
別
展「
館
山
藩―

稲
葉
家

と
藩
士
た
ち―

」（
〜
３
月
21
日
）観

覧
者
７
，７
９
３
名

【
本
館
】第
１
回
特
別
展
解
説
会
。参

加
者
37
名

【
本
館
】特
別
展
講
演
会「
江
戸
時
代

の
藩
社
会
と
地
域
社
会
」参
加
者
94
名

【
本
館
】第
２
回
特
別
展
解
説
会
。参

加
者
26
名

─ 2  ─

平成27年度  展示事業紹介

し
ょ
う
ろ
う
い
ん

さ
か
だ
る

　
房
州
で
生
ま
れ
た
寺
社
装
飾
の
彫

工
、初
代
後
藤
義
光
の
生
誕
２
０
０
年

を
記
念
し
て
、渚
の
博
物
館
を
会
場
に

そ
の
作
品
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　「
後
藤
利
兵
衛
橘
義
光
」は
安
房
の

代
表
的
な
彫
物
大
工
と
し
て
活
躍
し

ま
し
た
。文
化
12
年（
１
８
１
５
）に
千

倉
で
生
ま
れ
、江
戸
で
彫
物
大
工
と
し

て
の
修
行
を
積
む
と
、三
浦
半
島
周
辺

で
実
績
を
あ
げ
、40
歳
を
過
ぎ
て
房
州

へ
戻
り
多
く
の
作
品
を
残
し
ま
し
た
。

80
歳
初
め
頃
に
は
現
在
の
館
山
市
上

真
倉（
青
柳
）に
移
り
住
ん
で
い
ま
す
。

　
義
光
の
木
目
を
い
か
し
た
彫
刻
技

術
は
美
し
く
、ま
た
迫
力
の
あ
る
作
品

を
つ
く
り
ま
し
た
。館
山
市
内
で
は
鶴

房州彫物職人の技
4月18日（土）～5月24日（日）

後藤義光生誕200年記念企画展

55点の作品が並んだ会場

谷
八
幡
宮
の
拝
殿
向
拝
の
格
天
井
の
龍
を
は
じ

め
、山
車
や
神
輿
の
彫
刻
で
も
知
ら
れ
親
し
ま
れ

て
い
ま
す
。

　
今
回
の
企
画

展
で
は
、館
山

市
内
に
残
さ
れ

た
彫
刻
を
中
心

に
作
品
を
ご
紹

介
し
ま
し
た
。

上
真
倉
や
青
柳

の
神
輿
２
基
は

圧
巻
で
、横
浜

か
ら
お
借
り
し

た
獅
子
頭
と
と

も
に
注
目
を
集

め
ま
し
た
。

【関連事業】ギャラリートーク「後藤義光とその作品」
稲垣祥三氏（寺社彫刻研究家・彫刻家） 4月25日（土）

　
平
成
27
年
は
終
戦
か
ら
70
年
と
い

う
節
目
に
あ
た
る
こ
と
か
ら
、各
地
で

関
連
す
る
催
し
が
行
わ
れ
ま
し
た
。当

館
で
も
戦
時
の
よ
う
す
を
紹
介
す
る

収
蔵
資
料
展
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
本
市
域
は
、東
京
湾
要
塞
地
帯
に
指

定
さ
れ
、昭
和
５
年（
１
９
３
０
）創
立

の
館
山
海
軍
航
空
隊
、昭
和
16
年（
１

９
４
１
）創
立
の
館
山
海
軍
砲
術
学
校

な
ど
多
く
の
軍
事
施
設
を
抱
え
て
い

ま
し
た
。展
覧
会
で
は
、こ
れ
ら
の
資

料
を
通
し
て
地
域
の
特
徴
を
紹
介
す

る
と
と
も
に
、戦
時
中
の
暮
ら
し
や
学

び
に
関
わ
る
資
料
を
多
く
取
り
上
げ
、

戦
争
が
地
域
の
人
々
に
与
え
た
影
響

に
つ
い
て
振
り
返
る
機
会
と
し
ま
し

戦時のたてやま
7月11日（土）～9月6日（日）

終戦70年企画  収蔵資料展

戦時教育について紹介したコーナー

た
。

　
さ
ら
に
、昭
和
２
年（
１
９
２
７
）に
ア
メ
リ
カ

か
ら
親
善
の
た
め
日
本
の
小
学
校
に
贈
ら
れ
た

「
青
い
目
の
人

形
」の
う
ち
、館

山
小
学
校（
個

人
蔵
）・
南
房
総

市
立
富
浦
小
学

校
・
鴨
川
市
立

東
条
小
学
校
・

君
津
市
立
松
丘

小
学
校
・
富
津

市
立
佐
貫
小
学

校
の
５
体
を
お

借
り
し
て
特
別

公
開
し
ま
し
た
。

【関連事業】 解説会：7月25日（土）、8月22日（土）

海の信仰について展示したコーナー

　
市
内
10
地
区
の
歴
史
と
文
化
財
を
紹
介
し
て
い
く

「
新
・
地
区
展
」シ
リ
ー
ズ
の
第
４
回
と
し
て
、西
岬
地

区
を
取
り
上
げ
ま
し
た
。

　
西
岬
は
安
房
の
西
端
に
位
置
し
、東
京
湾
に
岬
の
よ

う
に
突
き
出
し
て
い
る
こ
と
か
ら
明
治
22
年（
１
８
８

９
）に
名
づ
け
ら
れ
た
も
の
で
、海
と
の
関
わ
り
が
深
い

地
域
で
す
。見
物
に
あ
る
鉈
切
洞
穴
は
約
２
万
年
前
の

海
蝕
洞
穴
で
、縄
文
時
代
に
は
洞
窟
住
居
、古
墳
時
代
に

は
墓
、そ
の
後
は
鉈
切
神
社
と
し
て
関
西
か
ら
来
た
漁

民
や
地
元
漁
師
の
信
仰
の
場
へ
と
変
遷
し
ま
す
。ま
た

坂
足
の
照
浪
院（
波
切
不
動
）や
洲
崎
神
社
な
ど
、海
に

関
わ
る
信
仰
を
集
め
た
寺
社
が
数
多
く
存
在
し
ま
す
。

　
今
回
の
展
示
で
は
、こ
れ
ら
の
海
へ
の
信
仰
を
示
す

資
料
を
中
心
に
、洲
崎
が
東
京
湾
の
入
り
口
に
位
置
す

る
こ
と
か
ら
海
岸
警
備
の
要
所
と
さ
れ
て
い
た
こ
と

を
示
す
資
料
や
、景
勝
地
と
し
て
多
く
の
文
人
墨
客
が

訪
れ
た
際
の
紀
行
文
な
ど
を
紹
介
し
ま
し
た
。

西岬
10月10日（土）～11月29日（日） 

【関連事業】 
解  説  会  10月24日（土）、11月21日（土）
歴史探訪  ―伊戸・坂足・小沼・坂井―11月１日（日）

― 海の信仰が息づく地 ―新 ・
地区展

は
な
の
あ
に
つ
ぼ
み
の
や
つ
ふ
さ

や
ま
だ
の 

か  

か  

し
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が
り
ゅ
う
の
ま
つ

　
現
在
も
観
光
地
と
し
て
知
ら
れ
る
安
房
で
す

が
、江
戸
時
代
か
ら
す
で
に
多
く
の
文
人
墨
客
が

訪
れ
て
い
ま
し
た
。

　
今
回
ご
紹
介
す
る
の
は
、奥
州
白
河
出
身
の
漢

詩
人
で
あ
る
宮
沢
竹
堂
が
安
房
の
風
土
を
詠
ん

資
料
紹
介

そ
う
だ
、
房
州
へ
行
こ
う

 

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
八
犬
伝

 「
語
っ
て
聴
か
せ
る
」

　
歌
舞
伎
音
楽
の
ひ
と
つ
と
し
て
浄
瑠

璃
が
演
じ
ら
れ
ま
す
。語
り
の
音
楽
と
い

わ
れ
、登
場
人
物
の
人
情
の
機
微
や
感
情

の
動
き
を
表
現
し
て
、そ
の
セ
リ
フ
や
仕

草
に
合
わ
せ
た
音
遣
い
や
節
回
し
で
状

況
を
語
る
も
の
で
す
。代
表
的
な
浄
瑠
璃

に
は「
義
太
夫
節
」「
常
磐
津
節
」「
清
元

節
」な
ど
が
あ
り
ま
す
が
、写
真
は『
南
総

里
見
八
犬
伝
』を
劇
化
し
た
義
太
夫
節
の

台
本
で
す
。

　「
南
窓
里
見
八
犬
士
伝 

花
魁
莟
八
総
」

の
タ
イ
ト
ル
が
つ
き
、全
４
冊
。山
田
案
山
子

と
い
う
大
坂
の
浄
瑠
璃
作
者
が
、天
保
７

年（
１
８
３
６
）７
月
に
大
坂
稲
荷
境
内

藩士の書画などゆかりの品々を展示

『房州雑詠』

『花魁莟八総』 前咲上下・後咲上下

芝
居
で
上
演
さ
れ
た
同
名
の
人
形
浄
瑠
璃
用
に

仕
上
げ
た
台
本
で
す
。そ
の
後
こ
の
台
本
で
の
歌

舞
伎
上
演
が
、大
阪
を
中
心
に
し
ば
し
ば
繰
り
返

さ
れ
ま
し
た
。前
咲
上
・
下
２
冊
は
同
年
９
月
に

出
版
さ
れ
、後
咲
上
・
下
２
冊
は
翌
年
１
月
に
出

版
さ
れ
、洲
崎
行
者
の
段
な
ど
十
二
段
三
十
一
場

で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
義
太
夫
節
は
唄
う
要
素
を
極
端
に
排
除
し
て
、語

　
今
年
度
の
特
別
展
で
は
、天
明

元
年（
１
７
８
１
）か
ら
明
治
４
年

（
１
８
７
１
）ま
で
の
90
年
に
わ

た
っ
て
存
在
し
た
館
山
藩
に
つ
い

て
取
り
上
げ
ま
し
た
。

　
藩
主
で
あ
る
稲
葉
家
は
、３
代

将
軍
徳
川
家
光
の
乳
母
と
し
て
有

名
な
春
日
局
と
そ
の
夫
で
あ
る
稲

葉
正
成
の
子
孫
に
あ
た
る
一
族
で

す
。正
明
を
初
代
藩
主
と
し
、５
代

正
善
の
と
き
に
明
治
を
迎
え
ま
し

た
。安
房
・
上
総
・
下
総
３
か
国
の

領
地
を
合
せ
て
１
万
石
の
小
藩
で

し
た
が
、４
代
正
巳
は
老
中
格
・
海

軍
総
裁
な
ど
幕
府
の
要
職
に
就
い

て
い
ま
す
。市
内
で
は
館
山
・
豊

房
・
神
戸
地
区
な
ど
の
一
部
を
領

館山藩
2月6日（土）～3月21日（月・祝） 

【関連事業】解説会：2月13日（土）、3月13日（日）
　　　　　講演会「江戸時代の藩社会と地域社会」
　　　　　　馬場弘臣氏（東海大学教授） 3月12日（土）

― 稲葉家と藩士たち ―
特別展

地
と
し
、年
貢
諸
税
の
徴
収
や
各

種
取
締
り
な
ど
の
支
配
を
行
い
ま

し
た
。そ
の
一
方
、藩
士
の
な
か
に

は
地
元
か
ら
登
用
さ
れ
た
者
も
お

り
、俳
諧
や
学
問
を
通
じ
て
藩
士

と
地
域
の
人
々
が
交
流
す
る
機
会

も
あ
り
ま
し
た
。

　
今
回
は
こ
れ
ま
で
整
理
さ
れ
て

こ
な
か
っ
た
館
山
藩
の
歴
史
に
つ

い
て
、領
地
の
分
布
や
藩
制
、領
地

支
配
な
ど
、基
礎
的
な
事
実
を
出

来
る
限
り
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を

目
指
し
ま
し
た
。さ
ら
に
、藩
士
の

家
や
地
元
の
村
々
に
伝
わ
る
資
料

を
中
心
に
調
査
を
行
い
、藩
士
た

ち
の
実
像
や
地
域
の
人
々
と
の
関

わ
り
を
紹
介
し
ま
し
た
。

だ
漢
詩
集
で
す
。天

保
年
間
か
ら
十
数

年
安
房
に
滞
在
し

て
い
た
竹
堂
は
、房

州
を
漫
遊
し
な
が

ら
多
く
の
詩
を
書

き
記
し
、そ
れ
ら
を

ま
と
め
て
嘉
永
元

年（
１
８
４
８
）に

出
版
し
ま
し
た
。今
年
度
の
地
区
展
で
取
り

上
げ
た
西
岬
地
区
塩
見
に
あ
っ
た
臥
龍
松
も

題
材
に
な
っ
て
い
ま
す
。漢
詩
を
意
訳
す
る

と「
大
き
な
幹
は
老
い
た
龍
の
青
い
鱗
の
よ

う
で
あ
り
、翠
色
の
枝
葉
が
広
が
っ
て
い
る
。

こ
の
め
で
た
い
時
代
に
臥
龍
に
遭
う
こ
と
が

で
き
た
。邪
魔
す
る
者
は
誰
も
い
な
い
」と
な

り
、竹
堂
が
臥
龍
松
と
の
邂
逅
を
楽
し
ん
で

い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　
ま
た
、那
古
寺
の
大
ソ
テ
ツ
や
鶴
谷
八
幡

宮
、石
堂
寺
や
勝
山
の
捕
鯨
と
い
っ
た
当
時

の
房
州
の
名
所
は
一
通
り
掲
載
さ
れ
て
お

り
、当
時
の
風
俗
を
知
る
手
が
か
り
に
も
な

り
ま
す
。

り
に
よ
る
叙
事

性
を
追
求
し
て

い
る
の
で
、芝
居

を
通
し
て
人
び

と
が
八
犬
伝
の

内
容
を
耳
と
映

像
で
理
解
す
る

た
め
の
重
要
な

要
素
で
し
た
。

は
な
の
あ
に
つ
ぼ
み
の
や
つ
ふ
さ

や
ま
だ
の 

か  

か  

し
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寄贈資料名 寄贈者（敬称略）
博
物
館
の
活
動

博
物
館
の
活
動
　日
誌
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト  

平
成
27
年
4
月
〜
28
年
3
月

　日
誌
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト  

平
成
27
年
4
月
〜
28
年
3
月

ほかい・会席膳　他

国鉄バス館山城落成記念乗車券 他

里見之家譜・聲誉寂絃居士讃幅

北条海岸他写真帖

佐倉惣吾実記

建築図面・仏壇彫刻

東長田・谷遺跡出土遺物

男性用外套

刀

田植え機・古文書

サッカリン壜・桑皮ロープ　他

神田家文書

洲ノ埼航空隊使用仕出箱

館山町地番反別入地図

千葉県内観光絵葉書

矢矧幸一郎撮影ネガ・写真

塩原探勝写真・慶弔古文書

陸軍軍服・双眼鏡

鈴木日出児絵画作品及び関係資料

舵輪・羅針盤

絵葉書・永代村古文書・寛永通宝 他

絵葉書（帝国艦船集ノ内）

船形町地番反別入地図 他

船形郷土読本

竹加工道具・白熊家文書 他

白幡神社幟

疑似餌

唐棧織小物

掛軸「巌蘭図」

新井文山木像

館山市 松本 素子

南房総市 田村 浩

君津市 田中 義昭

館山市 金木 幹人

南房総市 高橋 成明

東京都 吉田 健樹

館山市 安西 節子

館山市 佐藤 光次郎

館山市 平山 正人

館山市 石井 要郎

南房総市 亀田 輝夫

館山市 伊介 春男

館山市 松本 一伸

館山市 仲村 栄

神奈川県 久米 幹男

館山市 矢矧 文子

館山市 長井 晃弘

館山市 鈴木 光雄

神奈川県 鈴木 日出人

館山市 中村 君江

館山市 亀田 淑子

館山市 佐藤 博秋

館山市 生稲 聖司

神奈川県 田村 成一

館山市 白熊 勝美

館山市 大戸白幡神社

館山市 久保田 英男

館山市 飯塚 葉子

佐倉市 井原 重之

船橋市 出雲 美智子

御協力に感謝します

【
渚
の
博
物
館
】後
藤
義
光
生
誕
２
０

０
年
記
念
企
画
展「
房
州
彫
物
職
人

の
技
」開
催（
〜
５
月
24
日
）観
覧
者

９
，２
７
３
名

【
本
館
】体
験
教
室「
甲
冑
を
着
よ
う
」

開
催（
以
下
、日
曜・祝
日
ご
と
に
実
施
）

体
験
者
７
６
６
名（
〜
３
月
31
日
）

【
渚
の
博
物
館
】

◆
平
成
27
年
４
月

18
日

22
日

25
日

ギ
ャ
ラ
リ
ー

ト
ー
ク「
後
藤

義
光
と
そ
の
作

品
」講
師
・
稲
垣

祥
三
氏（
寺
社

彫
刻
研
究
家
・

彫
刻
家
）参
加

者
１
０
９
名

【
渚
の
博
物
館
】安
房
学
講
座
開
催（
３

月
５
日
ま
で
全
８
回
）参
加
者
の
べ
５

０
５
人

【
本
館
】歴
史
教
室「
活
弁
八
犬
伝
」第

１
回
開
催
。参
加
者
23
名

【
本
館
】歴
史
教
室「
古
文
書
を
読
ん
で

み
よ
う
」火
曜
午
前
・
午
後
ク
ラ
ス
開

催（
毎
月
第
３
火
曜
開
催
。全
10
回
）

【
本
館
】歴
史
教
室「
古
文
書
を
読
ん
で

み
よ
う
」日
曜
ク
ラ
ス
開
催（
毎
月
第

３
日
曜
開
催
。全
10
回
）

【
本
館
】ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
・
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座「
甲
冑
士
養
成
講
座
」開
催
。

参
加
者
２
名

【
本
館
】終
戦
70
年
企
画
収
蔵
資
料
展

◆
６
月

６
日

13
日

16
日

21
日

27
日

◆
７
月

11
日

25
日

◆
８
月

８
日

22
日

◆
９
月

３
日

◆
10
月

10
日

24
日

◆
11
月

１
日

21
日

◆
平
成
28
年
２
月

６
日

13
日

◆
３
月

12
日

13
日

ギャラリートーク

収蔵資料展解説会

新・地区展解説会

「
戦
時
の
た
て
や
ま
」開
催（
〜
９
月
６

日
）観
覧
者
９
，５
８
２
名

【
本
館
】歴
史
教
室「
活
弁
八
犬
伝
」第

２
回
開
催
。参
加
者
16
名

【
本
館
】第
１
回
収
蔵
資
料
展
解
説
会
。

参
加
者
30
名

【
本
館
】紙
芝
居「
生
き
て
い
た
青
い
目

の
人
形
」上
演
・
松
苗
禮
子
氏（
８
月
29

日
ま
で
全
３
回
）参
加
者
の
べ
61
人

【
本
館
】第
２
回
収
蔵
資
料
展
解
説

会
。参
加
者
19
名

【
本
館
・
渚
の
博
物
館
】博
物
館
実
習

（
〜
９
月
９
日
）２
名

【
本
館
】新
・
地
区
展「
西
岬―

海
の
信

仰
が
息
づ
く
地―

」開
催（
〜
11
月
29

日
）観
覧
者
７
，３
０
８
名

【
本
館
】第
１
回
新
・
地
区
展
解
説
会
。

参
加
者
24
名
。

【
本
館
】歴
史
教
室「
わ
た
し
の
町
の

歴
史
探
訪―

伊
戸
・
坂
足
・
小
沼
・
坂

井
」参
加
者
49
名

【
本
館
】第
２
回
新
・
地
区
展
解
説
会
。

参
加
者
32
名
。

【
本
館
】特
別
展「
館
山
藩―

稲
葉
家

と
藩
士
た
ち―

」（
〜
３
月
21
日
）観

覧
者
７
，７
９
３
名

【
本
館
】第
１
回
特
別
展
解
説
会
。参

加
者
37
名

【
本
館
】特
別
展
講
演
会「
江
戸
時
代

の
藩
社
会
と
地
域
社
会
」参
加
者
94
名

【
本
館
】第
２
回
特
別
展
解
説
会
。参

加
者
26
名


